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会長  これから第５回新泉・和泉地区小中一貫教育校設置協議会を開催し

ます。 

教育改革担当部長  ２月１２日の土曜日から区議会が始まりました。田中区長の下での

最初の予算ということで、この新泉・和泉地区小中一貫教育校の設計

費についても、議会でこれから審議をして進めていくところです。 

 平成２７年４月１日の開校に向けて、これからだんだんと形が見え

てくると思います。特に、３月１３日（※）には、和泉中学校の体育

館を会場に、公開プレゼンテーションで設計業者を決めます。夢のあ

る学校をこれからつくるための第一歩ということで、ぜひ大勢の方に

見てもらって進めていきたいと思っています。ご協力、ご支援をよろ

しくお願いいたします。 

教育改革推進課長  ＜配布資料の確認＞ 

 本日は新泉小学校新１年生の保護者会と日程が重なってしまい、申

し訳ありませんでした。日程調整を行ったにもかかわらず、区議会の

開催期間中ということもあり、本日開催をせざるを得ない状況となっ

たことを、お詫び申し上げます。特に新泉小の関係者の皆様、申し訳

ございませんでした。 

本日の予定ですが、協議会の開催通知をお送りしたときには、この

基本設計にあわせまして、建設基本方針についてご議論いただくとい

う予定でおりましたが、現在、プロポーザルによる設計事業者を選定

している最中ですので、公開プレゼンテーションで事業者が選定され

た後、建築基本方針を決定していきたいと考えています。 

 本日は、まず、昨年末に公表いたしましたプロポーザルの実施状況

についてご報告をさせていただきたいと思います。それに続きまして、

第３回目でもご報告申し上げましたが、杉並区の小中一貫教育につい

て、統括指導主事から改めましてご説明をさせていただきたいと思い

ます。その後、この間の小中一貫教育の和泉地区の取り組みについて

ご報告をさせていただきます。 

会長  それでは、新泉・和泉地区小中一貫教育校基本設計業務プロポーザ

ルの実施状況について報告をお願いいたします。 

教育改革推進課長 前回も申し上げましたとおり、基本設計におきましては、区内の学

校建築としては初めて、プロポーザル方式を導入しました。２月８日

に募集を締め切り、最終的に１７者から応募があり、先日、第一回選

定委員会で４つの事業者が選定されたところです。公開プレゼンテー

ションでは、この４者がそれぞれプレゼンテーションをして、それに

対して審査員が質疑を行い、その日のうちに事業者を選定します。 



- 2 - 

 ＜資料１説明＞ 

会長  設計業務プロポーザルの実施状況について、ご意見やご質問はござ

いますか。 

委員  特別支援学級と学童クラブを敷地内と小中学校内に設置するという

ことですが、今の中学校の校舎内に入るということは考えられますか。 

教育改革推進課長  特別支援学級を設置する、という条件を設けていますので、その範

囲で提案をしていただいています。 

会長  ほかにいかがでしょうか。 

委員  新校舎の配置ですが、校舎の日当たりや芝生の日当たりなど、課題

はたくさんありますが、校舎がどこに建ってもいいという条件で提案

を受けているのですか。 

教育改革推進課長  条件として出しているのは、和泉中学校は改修、つまり中学校の場

所は動かせない、ということのみですので、あとは事業者が新しい校

舎をどこに建てるか、校舎内をどうするかというのが提案の中身にな

っています。 

委員  神田川の工事を行っていて、一応、施工の期間は１年ということで

すが、実際は１年半から２年ぐらいかかっています。計算していくと、

こちらの工事と、学校の前の橋の工事が重なってしまうようです。今

も木を動かしたり、通行止めにしたり、大々的な工事を行っています。

工事が重なったときはどうするのでしょうか。 

教育改革推進課長  プロポーザルは事業者の資質・能力を見る作業になりますので、事

業者が決まり、実際に図面に落としていって、どのぐらいの期間でで

きます、具体的に工事期間はこうです、と決まったら、川沿いの工事

と調整を図りながらお互いに無理のないよう、また、何よりこの学校

の教育環境に極力影響の少ない方法をとっていきたいと考えていま

す。 

委員  車両が相当出入りすることになると思うので、大変なことにならな

いか懸念しています。 

学校適正配置担当課長 逆に工事期間が同時になった場合、例えば双方で調整しながら、資

材置き場として使うから通してくださいですとか、鉄板をはった川の

ところを通させてくださいですとか、調整を図っていきたいと思って

います。 

委員  工事の影響で、通学路も変えているので、安全対策には重々配慮し

ていただきたいと思います。 

委員  実施要領について質問があります。施設の規模に、３０教室と諸室
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とありますが、ＰＴＡ室は入っていますか。 

学校適正配置担当課長  入っています。 

委員  それは、小中一貫の大きなＰＴＡ室なのか、小学校用と中学校用に

なっているのか。新田学園では、とても大きなＰＴＡ室があったと思

うのですが、それに加えて地域のためのＰＴＡ室がありました。 

教育改革推進課長  実施要領では、部屋の大きさを指定するものではなく、あくまでも

このぐらいを目安にしてくださいということで出しています。ＰＴＡ

室は管理諸室になりますので、校長室や職員室、事務室、保健室、放

送室などと含めて全体で９００㎡程度を想定するという内容です。 

委員 プレゼンテーションは公開するけれども、審査の決定権は６人の審

査員のみなのですか。 

教育改革推進課長  そうです。 

委員  私たちが低学年の保護者やいろいろな方に見に来たほうがいいよ、

と宣伝しても、参考意見程度の意見もとらずに、結果的に区の関係者

だけで決めてしまったら、何のための公開プレゼンなのか、何のため

に保護者が行かなくてはいけないのか、と疑問に思います。在校生の

お母さんたちやその他の方たちが興味を持たないのも、「結局、何を言

っても結果的に全部区で決めてしまう」ということであり、本来の趣

旨を理解してもらえないまま小中一貫教育が始まると、「じゃあ、小学

校から私立に入れちゃおうかな」という親が出てくるかもしれない。

地域に根づいたものをやるのであれば、もう少し住民に信頼を持って

もらえる方法をとってもらいたいと思います。 

教育改革推進課長  企画提案書の審査には、建築の専門的な知識、それから、教育の専

門的な知識が必要になります。極端な言い方になりますが、来場され

た方の投票で決めるとすると、ただ単にプレゼンがうまいところ、デ

ザインがいいところに決まってしまう可能性がないとは断言できない

ため、専門知識を持って審査ができる方に区で責任を持ってお願いを

しました。 

 通常、プロポーザルの審査会は公開していないのですが、今回はご

要望もあり、地域の皆様に、学校がどのような過程で、こういう提案

の中から選ばれたんだ、ということをご覧いただきたいと思いますの

で、ぜひともご理解ください。 

会長  いかがでしょうか。 

委員 このプロポーザルは資質を評価するということですが、選定後は、

設計を一から始めてもらうのでしょうか。 

教育改革推進課長  ゼロにはなりません。 
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委員  和泉小保護者のアンケート結果を前回報告しましたが、考慮いただ

けるのでしょうか。 

学校適正配置担当課長  事業者が決定しましたら、その設計業者に協議会に出席してもらい、

皆様からご意見をいただいて、それを踏まえて詳細な設計をつくり、

それを２回ぐらい積み重ねていって最終的な基本設計をつくる形で進

めたいと思います。その前段階として、保護者の方々からご意見を集

約していただいて、できる限りそれを取り入れていくように考えてお

ります。 

委員  学校が長い歴史を終えて、新しい校舎というものがスタートするわ

けですが、人間ですから、思い入れというものがあります。設計が進

んでいく段階において、地域の人たちとしてみれば、話に行くと聞い

てもらえる窓口を決めておいてもらったほうが、住民としては安心し

ます。 

このプロポーザルを完璧に理解している人はあまりいないと思いま

すが、どういうアプローチをしたら、自分の気持ちが実現されなくて

も伝わるのか、そういう仕組みを明確にしてほしいと思います。 

教育改革推進課長  この協議会は地域の皆様の代表から構成されていますので、皆様を

通じてできる限り反映させていきたいと思います。まずは、今回のプ

ロポーザルの企画提案書を基に、事業者が幾つか案を出して、それに

ついてこの場で皆さんのご意見をいただいていくという形です。 

会長  この協議会がそのまま建設部会になるという、以前のスケジュール

で進めるということですね。 

教育改革推進課長  その予定です。 

委員 協議会で意見を出し合って、決まったものは外へ出ていくというこ

とですか。 

教育改革推進課長 最終的に基本設計ができ上がっていくということです。 

委員  前回の事務局の説明では、設計に関する基本的な考え方に「芝生化」

という表現があったので、地域のみんなの思いが伝わったなと安心し

ていました。しかし、いざ公表された実施要領では、「エコスクール化

とユニバーサルデザイン」という表現に変わっていました。もちろん

これらに「芝生化」が含まれていることは重々わかってはいますが、

この新泉・和泉地区にとって芝生は宝物ですし、この協議会で決めた

ものと異なるものが公にされたことにショックを覚えました。また、

その点を地域の方たちからもご意見をいただきましたので、今後はこ

の協議会で決めたことが外に出ていくような形、あるいは大事なこと

はここで協議していく形を十分検討してください。 
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教育改革推進課長  設計に関する基本的な考え方は、あくまで一つの条件、ハードルで

すので、事業者は条件を踏まえて、現場を見て、芝生化されているこ

となどを理解して、提案をしてきています。 

委員 私たちが望んでいるのは、体操や、はだしで遊べる芝生を残してく

ださいということで、グラウンドの片隅に芝生があればいいというわ

けではありません。そのことが条件に明確にされず、芝生は残っては

いるけれど全面ではなく一部を提案書に描いてきた事業者が選ばれる

ことにはなりませんか。 

教育改革推進課長  実施要領に寄せられた質問に対し、全面または一部を芝生化と回答

しています。ただ、中学生が校庭を使う中で、果たして全面がいいの

かどうかというのは、今後、設計を進めていく中で考えていくべきこ

とだと思います。 

委員  条件には入れず、どんなふうに提案してくるか待っているのですか。 

学校適正配置担当課長  応募してきた事業者は、全面もしくは一部芝生化で提案してきてい

ますので、その辺はご安心いただいていいと思います。ただ、今後、

具体的に設計を進めていくなかで、中学生の踏圧をどう考慮していく

か、全面にするのか、校庭のどの部分を残すかというのは、皆さんの

ご意見を踏まえて決めていただきたいと思います。 

会長  他にありますか。（なし） 

 次に、小中一貫教育について、統括指導主事から説明をお願いしま

す。 

統括指導主事  ＜資料２説明＞ 

会長 ＜追加資料（小中一貫教育ニュースレター）説明＞ 

委員  ＜追加資料（小中一貫教育ニュースレター）説明＞ 

 表紙について紹介させていただきます。これは和泉地区にお住まい

のデザイナーの方に一緒に考えてもらいました。２年前は、ブロック

型のものでご案内を出していましたが、そのときは小中一貫教育で何

から始めていいかわからないというような状況でした。ですから、と

にかくいろいろなブロックを、いろいろなパーツを積み重ねてみよう、

そうすると何か形ができるのではないか、と、最後は三角のトライア

ングルの形にまとめてもらいました。 

今回は、この１年間、たくさんのことに取り組み、それらがいろい

ろな形でつながり、３校ももちろんですが、気持ちもつながってきた

なと感じたので、そこで、このハート形で３校の気持ちがつながって

きたということを表してもらいました。そしてそれは光り輝くものだ

ねということで、中からハートの形で光が湧いてくるようなイメージ
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でまとめていただきました。 

この冊子はいろいろな学校に発信していきたいと思っています。 

会長  中学校からすれば、それぞれの小学校を卒業した生徒たちが活躍し

ている場を、例えば、和泉中の生徒の作品を新泉小で展示して、そこ

で認められているということを、その子に返してあげる。子どもにと

っては、そういう場を持てたということだけでも心持が変わります。

そういうことは伝えていかないとわかりません。 

 やはり小中一貫教育を進める中で広がっていくことなのだと思うの

で、ここにいらっしゃる方のお力添えをぜひお願いしたいと思います。 

 では、校長先生から、小学校と小学校の取り組みの説明をお願いし

ます。 

委員  子どもたち同士、学年同士の取り組みを進めているところで、さら

に来年は交流を深めようと、６年生は毎月１回は新泉小学校と交流を

しようという計画を立てています。一番大きなところに移動教室があ

ります。準備も一緒に行いますし、中２日目はクラス・学校を解体し

てグループをつくって班行動をやってみようと計画しています。当然、

５年生の移動教室も事前の準備、それから当日の体験等も一緒に行う

方向で進めています。今までも夜の交流会やレクリエーションなどは

交流していましたが、実際の行動まで一緒にやりましょうということ

になりました。６年生は定期的に月１回、２時間ぐらいですが、２月

まで実施します。５年生は学期に１回、４年生・３年生は学芸会など

行事で交流させていきたいなと思っています。 

 教員同士は、３校合同研修会や小学校同士の研究会などを年間計画

に組んでいて、その中で学年の交流、それから部会での交流を続けて

いくことで、先生たちの垣根が低くなってきて、お互いの顔が知れる

ようになり、ざっくばらんに子どもたちの話をし、指導のことについ

ても気軽に相談ができるようになりました。これから、その成果が子

どもたちにどう返っていくかが楽しみです。 

会長  小中一貫教育の報告会を３月９日の２時～４時に和泉中学校で行い

ます。１０部会それぞれから報告していただくのと、国立教育施策研

究所の初等中等教育研究部長に来ていただいて、ご講評とご講演をい

ただきます。このような機会はなかなかないと思いますので、ぜひお

越しください。 

 今の小中一貫教育の取り組みについて、何かご質問、ご意見等はご

ざいますか。 

委員  話は変わってしまいますが、今の和泉中学校の３年生が小学校６年
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のときに校庭にタイムカプセルを埋めました。多分あと１０年は埋め

ておきたかったものだと思いますが、工事が始まると掘り起こす必要

があると思います。彼女たちは今年、中学校を卒業してそれぞれに進

学してしまうので、もし場所を変えさせるなら、今年集まって場所を

変えさせるのがいいと思うのですが、もしくは今後、工事になるとき

にどこかに埋め直していいものなのでしょうか。 

学校適正配置担当課長  工事は少し先ですので、大変申し訳ありませんが、一回掘り出して

学校に一時的に置かせてもらって、ある程度校舎の配置が固まってか

ら埋め戻すというのが安全かと思います。 

委員  思いがこもっているものですから、このまま放っておいたらどうな

るのだろうと、質問させていただきました。 

会長  ほかにいかがでしょうか。（なし） 

教育改革推進課長  お配りしている委員名簿の１１番目の委員につきまして、町会長が

交代されましたので、本日をもって委員交代ということでご承知おき

ください。 
会長  そのほか、何かございますか。 

教育改革推進課長  各団体から、最近の活動内容などを少しご紹介いただければと思い

ます。 

会長  学校支援本部からいかがでしょうか。 

委員  「人が育ち、人がいきる地域づくり」。これは、杉並区が掲げている

ビジョンです。和泉地区は平成２０年３月にいち早く活動を開始する

べく支援本部を立ち上げました。また、この地区は３校合同というこ

とで、杉並区で唯一の合同支援本部です。 

小中一貫教育の研究を進めている中で、学校支援本部というものが

どんな役割を果たしていくか、最初は暗中模索でしたが、３年経ち、

何かつかんだような感じがしています。 

言うまでもないことですが、幼児期を経て、小学校、中学校、高等

学校、大学と成長していくわけですが、人間として最も基礎づくりの

大事な小中学校の長期を一貫してはぐくむという、教育的に意味があ

ることですが、保護者、地域の我々、そして教師が力を合わせて子ど

もたちの育ちのサポートをする仕組み、これがあって初めて達成可能

なわけです。こういった私たち地域の大人が、今まで人生で築いてき

た趣味やスキルを生かして、学校や家庭だけでは学習することのでき

ないことを提供していけば、子どもたちの可能性は大きく開けていく

のではないかと思います。学校支援本部はその取りまとめ役として各

学校独自のプロジェクトやその他グループの活動しているプロジェク
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ト、そして学校をサポートする地域の人々やさまざまな学校支援グル

ープのコーディネートを担っています。 

 感動というものは、人を強くし、他人を思う優しい心をはぐくんで

くれると思いますが、地域社会は大人も子どもも、この感動というこ

とがあって、日々向き合って、初めて生き生きとしてくるのではない

かと思います。 

 地域で学校を支えるというときの地域というのは、第二のふるさと

とも言える地域のことを指すと思いますが、このふるさとで育った子

どもたちが素直にたくましく成長する。この地域が長く続くことを祈

っています。 

 具体的には、学力・体力の向上に向けて、自学自習の手習い塾や体

力向上に向けてのタグラグビーなどを実施しています。 

 平成２７年度、この小中一貫教育校が実現したあかつきには、地域

参画型のさらに進んだコミュニティ・スクール・地域運営学校という

ような夢も抱いていますので、そのために一歩一歩進んでいるという

のが実情です。 

委員  具体的な事例は私から説明させていただきます。和泉地区学校支援

本部は、３校で１つということに初めて取り組み、産みの苦しみと申

しますか、最初はどうやって９年間の成長の違いというのを一緒にし

ていくかというところに苦慮しました。ですが、先ほど統括指導主事

から説明があったように、どこまでも３校一緒に考えなくてもいいの

ではないかと、それぞれの学校の欲しているもの、こちらが提案した

ものに一緒に参加するということで、それぞれの学校においてさまざ

まなプロジェクトを行っています。 

 曜日などの違いはありますが、年間を通して、夏季放課後学習、図

書、環境、パソコンなどのサポートを、３校それぞれの求めに応じて

実施しています。 

 イベントとしては、和泉小「赤ちゃん抱っこプロジェクト」という

ものがあり、それは６年生が赤ちゃんを通して命のつながりや成長の

大切さを学びとることの学習として、地域の赤ちゃんとお母さん、お

父さん方と一緒に遊んだり、抱っこしたりというひとときを過ごして

います。子どもたちは事前の勉強をして、温かく子どもたちと接し、

その半年後、子どもたちがその成長した姿を見るというプロジェクト

です。 

 今年行ったものでは、「親子で聞こう朗読セラピー」があります。こ

れは平成２０年３月から行っている親子フォーラムの一環として行っ
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ています。この地域は本当に本に親しんでいる子どもたちが多いので

すが、さらに、音読や読み聞かせとは一味違った本とのかかわりを持

ってもらおうということで、フリーアナウンサーのスイミーというと

ころに朗読をしていただきました。 

 先ほど委員から、体育的な活動として、タグラグビーの話が出まし

たが、地域のお父さんたちの中にこういうことに熱心な方がいらっし

ゃるので、この先、和泉小が芝生を使えなくなり、前途多難ではあり

ますが、少しずつ障害を乗り越えて、いろいろなところで地域の人た

ちが授業にかかわれるような、子どもたちのクラブチームのようにし

て、それを私たちが支えていきたいと思っています。 

 新泉小学校では、既に２回開催していますが、「月と星を見る会」を

行っていて、毎年本当に大勢の地域の方にお越しいただいています。

これまでの２回は月と木星でしたが、次年度早々、今度は土星を見よ

うと計画しているところです。 

 そのほかに、今まで先生方が行っていた和泉中学校の漢字検定と英

語検定を学校支援本部で担当することになり、こちらも年３回、漢字

検定においては小学校２校も参加しての取り組みを実際に始めていま

す。 

 もう一つ、和泉地区学校支援本部のホームページのサイトがオープ

ンします。小中一貫教育校への指導とともに、地域の方たちや近隣校、

地域団体と協力したりコラボレーションをしたり情報交換をしたりす

ることで、学校の地域力を高めるためにも、学校支援本部がサイトを

運営することが必要不可欠となり、立ち上げることしました。ＰＴＡ

や学校のサイトとリンクできるので非常に効果が出ると思っていま

す。ぜひご活用ください。 

会長  ありがとうございました。それでは、グリーンプロジェクト（以下、

ＧＰ）からお願いします。 

委員  ＧＰは年間を通して主に毎週土曜日、お父さん、お母さん、保護者

だけではなくて地域の方も集まって、春から夏にかけて芝刈りをメイ

ンに活動し、春には新 1 年生に対するイベント、夏にはコンサートを

行っています。 

 芝刈りは、年間５０週あるうちの、春から夏にかけての２０週ぐら

いで、雨や学校行事によっては土曜日が活動できないときもあります

ので、２０回ぐらい活動しています。今はちょうど、秋から冬にかけ

て芝生の成長もある程度とまっているので、特に外での活動というの

は行っていません。しかし、昨年から冬も何かやってみましょうとい
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うことで、ペットボトルに芝生をつくって育てようというイベントを

始めました。今年で２回目になり、１月に種植えをして３月にみんな

で見せ合い、できばえを競い合うのですが、ただ作るだけでは面白く

ないので、飾りつけをしたり、観察日記をつけたり、例えば、何月何

日に芽が出てきた、本葉が出てきた、水をあげた、ひなたに当てた、

などを記録して、その観察日記も評価してみようと３月１２日にコン

テストを開催します。今年は気温が低かったり日照時間が短かったり

して、なかなか厳しいところもありますが、そのような取り組みを行

っています。 

 もう一つ、いろいろ報告や発表をする場を持たないといけないなと

いうことで、広報としてＷＥＢサイトの運営などを２年ほど行ってい

ます。土曜日の活動、イベントなどの報告などは、紙とあわせてＷＥ

Ｂサイトで確認していただければと思います。 

 ＷＥＢサイトにより、ほかの学校や地域の方、芝生に取り組んでい

る学校や幼稚園、いろいろなところから問い合わせがあり、つながり

もできました。この秋には、一人の学生さんから問い合わせが来て、

自分のゼミで地域社会の研究をやっているので、インタビューをお願

いしますということでいらっしゃったことがありました。 

この地区だけではなく、いろいろなところに広がったり、つながり

ができたりしていますので、先ほどの学校支援本部のＷＥＢサイトと

ともに、ぜひホームページをご覧ください。春には新１年生を迎える

イベントも予定していますので、よろしくお願いします。 

 それから、今年３月１６日で芝生が丸１０年になりますので、１０

周年のイベントを５月２１日に企画しています。これもいろいろと情

報を提供していきたいと思いますので、皆さん、お手伝いなども含め

てよろしくお願いします。ご期待ください。 

会長  ５月２１日に芝生１０周年のイベントがあるということですね。 

委員  午前中は学校主催で簡単な式典や全員でのイベントを行って、午後

はＧＰ主催で行う流れになっています。よろしくお願いします。 

会長  そのほかにいかがでしょうか。 

委員  日程を調整するのは本当に大変だというのは十分理解しています

が、次回はぜひともご配慮いただきたいなと思います。よろしくお願

いします。 

教育改革推進課長  本当に申し訳ありませんでした。 

会長  ５月２２日のお知らせはよろしいですか。 

委員  ５月２２日に新泉小の８５周年の創立記念日があり、午前中にちょ
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っとした会を開いて航空写真を撮ろうと思っています。できれば地域

の方たちにも参加いただけるような仕組みを考えていきたいと思って

いますので、皆さんもぜひご参加ください。よろしくお願いします。 

教育改革推進課長  次回の日程ですが、３月１３日（※）に設計の事業者が決まります

ので、それ以降、設計事業者も含めた日程調整となります。そのため、

４月の開催を予定しておりますが、詳細につきましては、改めて調整

し、ご通知申し上げますので、ご了承ください。 

会長  以上で終わりにさせていただきます。 

※平成２３年３月１３日（日）に開催を予定していた「プロポーザル公開プレゼンテーシ

ョン」は、３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震の影響により延期し、会場を和泉

中学校体育館から視聴覚室に変更して３月２６日（日）に行いました。 

 
 
 
 
 
 


